
被覆されたコンクリート中の塩化物イオン濃度の測定結果より，「建設
時から調査時まで」さらに「調査時から構造物の耐用年数まで」の塩化
物イオン濃度の変化を推測する。

被覆されたコンクリート中の塩化物イオン濃度分布を
用いた塩害に対する耐久性評価

使用方法の説明



(1) 被覆されたコンクリート中の塩化物イオン濃度は，被覆されるまではFickの拡散則に従って塩化
物イオンが供給される。
(2) 被覆後は，表面からの供給は遮断された状態で，コンクリート内部に浸透した塩化物イオンが濃
度拡散をしていく。
(3) 被覆されたコンクリートの塩化物イオンを調査した時点では，コンクリート内部の塩化物イオン
の濃度拡散の途中の情報である。

調査データから，構造物の塩害環境(C0)や拡散係数(D)を算出して，これまでの履歴や将来の劣化進行につ
いて予測する。

塩化物イオンの浸透過程(計算のための設定条件）

被覆前 被覆後



計算の進め方（概念）
(1)C0とDを仮定して，「被覆前のFickの拡散」及び「被覆後の濃度拡散(差分法)」を計算する。
(2)調査データと計算結果を比較し，誤差を計算する。
(3)上記の(1),(2)を繰り返して，誤差の最小値を求める。
(4)誤差の最小値が現れる数値を中心に，さらに細かくC0とDの範囲を仮定して誤差を計算する。
(5)上記を数回繰り返して，誤差が最小となるC0とDを算出する。
(6)下図は，そのように計算した結果の例である。



入力方法
①建設されたから「被覆が実施されるまでの期間(被覆の無い期間：年)」を入力
②「被覆をされてから調査までの期間(被覆されている期間：年)」を入力
③塩化物イオンの調査データの個数を入力
④調査データの塩化物イオン濃度(kg/m3)を③個分入力
⑤ C0の範囲，Dの範囲を設定する（この範囲を10分割して計算を行い，それぞれの二乗誤差を求める）
⑥計算を実行すると⑦の部分に「誤差の数値」と「その大きさに応じた色分け」が表示される
⑧計算の結果，誤差が最小となるC0とDの値が表示される。
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結果の確認
①先のプロセスで，誤差が最小となるC0とDが出力される。
②結果がどの程度正しいか，結果の確認ボタンを押すと，グラフ③が表示されて，近似の状態を確認できる。
③近似の状態を修正したい場合には，④の分布状態を見ながら，適切と思われる数値を①に入力して②ボタンで
確認する。
⑤結果を確認したときの誤差が表示されるので，この値を見ながら最終調整をする。
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塩化物イオン濃度の将来予測
①将来予測のために，C0を設定する。一般には，先の誤差が最小となる計算結果を入力することになるが，塩害
環境が変化したことによりC0が「大きくなる場合」や「小さくなる場合」にも対応する。
②今後の検討期間(年)を入力する。一般的には，調査時点から構造物の予定供用期間までの年数を入力する。
③被覆の耐用年数は，被覆を維持し続ける場合にはここに大きな数値を入力する。ただし，被覆が劣化した場合
で，そのまま放置する場合には，「被覆の耐用年数」を入力する。耐用年数を迎えた後は，①のC0を用いて塩化
物イオンが表面から再度供給されることとして計算する。(耐用年数は，「被覆されてから調査までの期間」(2
ページ前の②の値)よりも長くする必要がある。調査時点では被覆は健全であることが前提）
④鉄筋の位置を設定し，⑤照査に用いる限界塩化物イオン濃度を入力する。
⑥「将来予測」のボタンを押すことで，鉄筋位置で限界値を超えるまでの年数⑦や，被覆の有無による鉄筋位置
の塩化物イオン濃度の変化を図化⑧する。
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補足として，断面方向の塩化物イオン濃度分布を出力している。
被覆前の濃度分布：表面被覆を行う直前までにコンクリート中に浸透している塩分濃度分布。この値をベース

にして，被覆後の濃度拡散を差分法により計算する。
被覆の耐用年数が来たときの分布：被覆の耐用年数が，今後予測する年数よりも前に来る場合に表示される。

耐用年数が今後の検討期間より長い場合には，「予測の最終年の分布」と一致する。
予測の最終年の分布：今後の予測年数に応じて，最終的な分布を表示する。被覆が途中で耐用年数を迎えた場

合には，その後に表面から塩化物イオンの供給を受けた状態での，最終的な濃度分布を表
示する。

被覆がない場合の最終年の分布：比較の為に，当初から被覆がない場合を想定し，Fickの拡散則に従って検討
期間の最終年までにコンクリート中に浸透する塩化物イオン濃度の分布を表示する。
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